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（E-カドヘリン）の分布はそれぞれActi-stainTM 488 phaloidin及び 








































































































































































































































































体(EGFR, epidermal growth factor receptor)の活性化を促すが、Midkine
によるEGFRの活性化は、低酸素下でさらに増強した。Midkineによる
PASMCの増殖作用は、正酸素下に比べて低酸素下ではさらに増強した。
siRNA （smal interfering RNA）を用いてNucleolinの発現を抑制すると、
MidkineによるEGFRの活性化は抑制された。またEGFRの発現を抑制す


























fluorescent protein（GFP）-tagged Axl plasmid（MG50126-ACG, Sino 
Biological Inc.）またはコントロールとしてGFPのみを発現するempty 





control-shRNA cel line と比較し、RAW264.7-MafB-shRNA cel lineで著
明に抑制されていた。また、empty plasmidを導入したRAW264.7-MafB-






















インプラント（φ 2 mm × 10 mm）をテトラヒドロキシ亜鉛酸水溶液に浸
漬し、70 ℃で24 h 保持することで亜鉛修飾型インプラントを作製した。
その後、ヘキサヒドロキソクロム酸水溶液に浸漬し、60℃で 3 h 保持する
ことによりクロム修飾を行い、洗浄・乾熱滅菌処理を経て動物実験用イン
プラント（二重表面修飾型インプラント : Zn / Cr Ti）とした。山形大学動
物実験委員会の承認と指針に基づき、骨－インプラント間の結合性をIn 
vivoで評価した。麻酔下におかれた日本白色家兎（Std : JW / CSK）の大




対してZn / Cr Tiではその値が約0.85 µmに増加していた。また、水接触角
は、未処理のTiでは約90˚であるのに対してZn / Cr Tiでは4.5˚に低下した
ことからZn / Cr Tiは極めて高い親水性を有していることがわかった。Zn 
/ Cr Tiを37℃に保持した生理食塩水中に浸漬させ、液中へ放出されたイオ
ン濃度をICP-MSにて測定した結果、72 h でZnイオンが約0.05 µmol / L、
Crイオンが約0.16 µmol / Lの放出が確認された。これらイオン量は、既知
の細胞毒性を示す濃度（IC50値）よりも低値であることがわかった。また、
Zn / Cr Ti表面に存在するCr成分は三価の化合物であり、細胞傷害をもた
らすとされる六価クロムではなかった。ウサギを用いたIn vivo実験では、
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【材料作製と実験手順】80 meshのチタンメッシュを8 mm×13 mmの長方






















示している。また、100 meshと30 mesh ともにメッシュ表面に新生血管
とコラーゲン層が形成された。コラーゲン層はControlよりも 
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多血小板フィブリンによる家兎膝骨軟骨欠損の修復効果





















Mann-Whitney U 検定を使用し、P < 0.05を有意差ありとした。
【結果】肉眼的評価では、術後３週のPRF群は対照群と比べ軟部組織で修
復され、ICRSスコアは有意に高かった（PRF群5.1 ± 1.3，対照群3.4 ± 
0.5，P < 0.01）。術後６週および12週では、２群とも欠損部は修復され、
ICRSスコアに差はなかった（術後６週：PRF群11.1 ± 1.2，対照群9.4 ± 
3.0, P = 0.34，術後12週：PRF群11.6 ± 0.5，対照群11.1 ± 0.4, P = 0.07）。
　組織学的評価では、術後３週のPRF群は基底部に軟骨組織が増生し、対
照群よりもWakitaniスコアが有意に低かった（7.3 ± 1.5，9.3 ± 2.0，P < 
0.05）。同様に、術後6週では、 PRF群のほうがサフラニンOの染色性が良
好であり、軟骨様組織の増生が多くみられ、WakitaniスコアはPRF群が有
意に低かった（3.4 ± 2.6，7.0 ± 2.8，P < 0.05）。術後12週では、 PRF群
の欠損部は硝子様軟骨組織で修復されていたが、対照群は線維軟骨様組織
で覆われていた。術後12週のWakitaniスコアはPRF群が有意に低かった































































条件づけ過程では、光刺激10秒間呈示後 1 ｍA 500 m秒の電撃の対呈示を
５回行った。消去過程では、光刺激10秒間を30回呈示し、３日間行った。
【結果】恐怖条件づけでは、慢性アルコール投与が記憶の記銘、想起に影
響を及ぼすか検討した。条件づけでは、慢性アルコール投与の有無では差
が認められなかったが、試行回数が増加するごとに恐怖が獲得された。
よって、アルコールの慢性投与は記憶の記銘に影響しなかった。また、消
去手続きでコントロールに比べ慢性アルコール投与が恐怖記憶の想起され
にくいことが示された。恐怖条件づけでは、慢性アルコール摂取が恐怖記
憶の想起を悪くしたと結論した。慢性アルコール投与により恐怖記憶の想
起に影響を及ぼすことが示された。
